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図 ８ A－A' 地 形 断 面 での地 下 水 位 変 化       図 ９ B－B' 地 形 断 面 での地 下 水 位 変 化  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １０ C－C' '  地 形 断 面 での地 下 水 位 変 化  

 

４．湿 地 の成 立  

 湿地内３地点におけるボーリング調査の結果、以下のことが明らかとなった（図１１、

ボーリング地点は図６参照）。 

 

（１）大峰沼と堆積速度が同程度と仮定すれば、南ヶ谷湿地は 3000～ 4000 年前に形成が

はじまったと推定される。 

（２）湿地は、かつて一度大きな撹乱を経験し、湿地は壊滅的な被害を受けた可能性があ

る（数百年オーダー）。 

（３）止水域（開放水面）に近い南－１の地点は、堆積物が黒泥で構成されていることか

ら、ミズゴケ湿地というよりは、池のような環境条件下において堆積したものであ

る可能性が考えられる。 

（４）南－３の地点は、湿地成立後、低層～中間～高層湿原的環境で比較的安定した環境

が維持されていたと考えられる。 
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図１１ ボーリング柱状図 

 

 

５．湿 地 環 境 の最 近 の変 化  

５－１．聞 き取 り結 果  

  林元保氏からの聞き取りをした内容の主要な点は以下の通りである。 

   ①約６０年前、止水域は現在より広い範囲におよび、湿地北西部のほぼ全域が止水

域であった。 

   ②現在、湿地北西端に分布するオオカサスゲは、６０年前にはなく、中央部北側に

５束分の広がりを持つオオカサスゲ群落があった。 

   ③６０年前、ヨシ原は南西部のみであった。 

      ④６０年前、湿地Ⅲ面も水深２０～３０ｃｍの池であった。 

   ④周辺で過去少なくとも２回の伐採があった。 

   ⑤昭和４～５年頃（約８０年前）、水路の開削があった（下流側と思われるが詳細な

場所は不明）。 

 ①～③の内容は、調査に入り始めた約２年前と比較して、ヨシの分布が北西方向に拡大

し、止水域が減少しているという観察と整合している。また、①は、ボーリング結果とも

整合している。 

 

５－２．空 中 写 真 にみる最 近 の変 化 （１９９３年 ～２００４年 ） 

 林野庁撮影の３時期（１９９３年、１９９８年、２００４年）の空中写真を用い、実体

視による判読作業を行った。その結果以下のことが明らかとなった。 

 （１）１９９８年の時点で、湿地南側に接する林が皆伐されている。 

 （２）その時点で、湿地南側を流れる流路が、現在より深く切れ込んでいる。湿地内に

も小崖が見られる。 

 （３）ノリウツギは、１９９３年段階ですでに湿地南西部に広く分布しており、その後

大きな分布変化は認められない。 注） 
注）ノリウツギの分布は２００４年に密度が低下しているように見える。しかし、現地観察
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では、より高密度の分布が認められる。使用した空中写真は、このスケールの解析を 行う
には、やや低い解像度のものしか入手できなかったこと、１９９３年と１９９８年のもの
はカラーであるのに対し、２００４年のものは白黒であることなどが、判読結果に影響し
たものと思われる。  

 （２）は、隣接地の皆伐による影響（南側斜面からの流水・土砂移動の活発化など）だ 

と考えられ、皆伐が湿地環境に影響を与えたことが予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２ 空中写真にみる最近の変化（１９９３年～２００４年）
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６．現 状 のまとめと保 全 ・管 理 の指 針  

６－１．現 状 のまとめと評 価  

 南ヶ谷湿地の現状と評価について以下のようにまとめる。 

（１）南ヶ谷湿地は、直上の斜面に点在する複数の湧水（水質は貧栄養）によって涵養さ

れる赤谷プロジェクトエリア内に見られる唯一の湿地環境である。 

（２）湿地には、環境省レッドリスト記載種（７種）、群馬県レッドリスト記載種（１６

種）など保護上重要な生物種が多く確認されている。特に、止水域を含む湿地Ⅱ面北

西部は、多くの種が集中している。 

（３）この湿地は少なくとも約３０００年前から形成され始められたと考えられ、この地

域の植生変遷など古環境を知る上でも重要な場所である。 

（４）最近数十年の間に、周辺の森林施業等の人為的な影響によって、湿地環境が「乾燥

化」傾向にあることが示唆された。 

 

６－２．保 全 ・管 理 の指 針  

 以上のことから、南ヶ谷湿地に対して十分な保全措置をとる必要がある。その際以下の

点を留意することが必要である。 

（１）湿地のみならず、その周辺の森林の管理・保全も同時に行う必要がある。それは、

この湿地を涵養する地下水の水質を確保し、安定的な流量を維持すると同時に、土砂

流入を伴うような攪乱を避けるためである。 

（２）そのためには周辺の森林を含む保全エリアを設定すべきであり、湿地を涵養してい

る水環境を変えない形で自然林に誘導していくことが望ましい。なお、エリア設定の

際には、地質構造によって決定される湧水の涵養エリアを考慮する必要がある。図１

３にエリア設定の案を示した。 

（３）自然林への誘導のための作業や伐採はモニタリング会議の承認を必要とする 

（４）湿地部については、絶滅危惧種を保全対象とし、何らかの保全対策とモニタリング

が必要である。保全対策については、適宜よりよい方法を検討、作業計画を作成し、

実施する。 

（５）立ち入りによるストレスは最小限とすべきである。絶滅危惧種が多いエリア（湿地

Ⅱ面北西部）は原則として立ち入りをせず、必要な保全活動とモニタリングの際にの

み、作業計画に沿って立ち入りする。 

（６）シカの進入とそれによる食害が懸念される。関連ワーキンググループの協力を得て、

対策の方法について検討し、必要な対策をとることが急がれる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３ 

  保全エリア設定案 

   実線：南ヶ谷湿地 

    破線：エリア外郭（案） 
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統計用語集 

 

■ AIC 

赤池情報量基準（Akaike's information criterion / AIC）のことで、統計的モデ

ルを観測値と理論値の差（残差）を用いて評価する統計量。値が小さいほど当てはま

りが良いと言える。詳しくは、丹後ら（1996）を参照。 

 

■ Deviance 

デビアンス（deviance）は、統計モデルがデータにどの程度当てはまるかを示す尺

度である。詳しくは、丹後ら（1996）を参照。 

 

■Ｆ値 

 変動要因間の平均平方 Vb を変動要因内の平均平方 Vw とで割った値（ Vb/Vw)。詳し

くは、石村（1992）を参照。 

 

■ p 値  

統計的有意性の検定を行う手続きでは、帰無仮説 H0 をたて、H0 のもとで資料が生起し

うる確率分布はどうであるか決めておく。ｐ値とは、帰無仮説 H0 が起こる確率のこと

を表す。H0 を棄却するため、あらかじめ決められた確率水準を有意水準と呼び、普通

５％または１％の値が使われる。 

 

■ t 検定 

 t 検定は、間隔あるいは比率尺度から得られた「量的なデータ」において、２つの標

本平均間の相違が母平均間においても相違として認められるのかについて推測する方

法である。 

 t 検定では、①尺度水準：測定値が間隔尺度もしくは比率尺度であること、②分布の

正規性：分布が正規分布に従うこと、③等分散性：２つの群の分散が等しいこと（す

なわち共通の母集団が考えられること。従って、両群の等分散性を検定前に検討する

必要がある。）、が前提となる。ただし、③は方法を変えることで算出することができ

る。 

 t 検定を用いる場合には、データに対応があるか否か、母分散が等質であるか否か（対

応がない２つの分散の差の検定は F 検定による）に応じて適切な式を選び、その式に

よって t 値を算出する。そして、t 分布によって、設定した有意水準における当該の自

由度の t の臨界値を求める。もし、算出した t 値があらかじめ設定した有意水準の臨

界値以上であれば、帰無仮説を棄却し、対立仮説を採択する。 

 

■τb（タウ；ケンドールの順位相関係数） 

ケンドールの順位相関係数は、複数のデータ間の関連性の強さを示す。2 つの順位の

間の相関の計測に用いられ、相関の強さを表す。ケンドールの順位相関係数には、以

下の特性がある。 

・2 つの順位の一致が完全なら（すなわち、1 つの順位がもう片方と同じなら）係数

の値は 1 である。 

・2 つの順位の不一致が完全であるなら(すなわち、1 つの順位がもう片方の逆なら)

係数の値は-1 である。 

なおケンドールの順位相関係数は次のように定義される。 

 

ここで、n は項目の個数であり、P は 2 つの項目の順位の組を考えたとき大小関係が一

致する組の数である。 
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■クラスター解析 

得られた標本において、距離や相関係数によって標本間の類似度を求め、類似度の

近いものから順にまとめ、標本をいくつかのグループに分類する方法。 

 

■ステップワイズ増減法 

モデル選択の方法の１つ。変数をひとつずつ増やす場合、減らす場合の両方を順に

試行し、減らしても増やしても AIC が下がるなら、そこでモデル選択を止める方法。

詳しくは、丹後ら（1996）を参照。 

 

 

■ロジスティック回帰 

医学や疫学において病因究明の方法論として開発され、リスク要因の解析に用いら

れることが多い。目的変数には何らかの現象の発生の有無を表した 0/1 の 2 値型デー

タや現象が発生する確率を用いる。詳しくは、丹後ら（1996）を参照。 

 

■自由度 

ある変数において自由な値をとることのできるデータの数。例えば、n 個のデータ x1,x2,

… ,xn があるとき、これらはどれも自由な値を取りうるので自由度は n である。ここで

平均値 x=a であるとき、平均値が変わらないようにするためには n-1 個の xi は自由な

値を取りうるが、n 個目のの x は自由な値を取ることはできない。このとき自由度は

n-1 であるという。一般に n 個のデータの間で k 個の条件があるとき、自由度は n-k と

なる。詳しくは、石村（1992）を参照。 

 

■平方平均 

平方和を自由度で割った値。詳しくは、石村（1992）を参照。 

 

 

■平方和 

平均値から各数値を引いて、2 乗したものをすべて積算したもの。詳しくは、

石村（1992）を参照。  
 

参考文献 

石村貞夫  (1992) .  分散分析のはなし .東京図書 .  東京 ,  373pp 
丹後俊郎, 高木晴良, 山岡和枝 (1996). ロジスティック回帰分析―SASを利用した統

計解析の実際, 朝倉書店, 東京. 245pp 

http://software.ssri.co.jp/statweb2/gloss/glossary_h.html 

 


	01本編.pdf
	02資料編全体.pdf
	03奥付.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




